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産地消を推進している学校給食ですが、国産小麦のパン
や麺を取り入れている地域は全国でもまだ多くありません。

近年、パンに向く国産小麦の品種が登場し、生産量が増えて
価格も安定してきたことで、状況は変化。いち早く動いた静岡
県学校給食会は今年度より県内の小中学校で、国産小麦100

％のパンと麺の提供を始めました。
「これまでは外国産小麦に県産小麦を２割配合していましたが、
北海道産ゆめちからと県産イワイノダイチを６対４で配合した国産
小麦100％に切り替えました。同じ配合のものをパンと麺、両方
に使用しています」と話すのは、同会の事務局次長兼物資課
長の石上達也さん。
静岡県学校給食パン協同組合と連携して提供している給食

パンは、角食パン、山食パン、ロールパンのほか、動物の形を
したもの、静岡県特産のお茶が入ったものなど、バリエーション
も豊富。「もちもちしておいしい」と子どもたちにも好評だとか。
中華麺やうどんなども、献立に応じて４種類を作り分けています。
パンは月に５～６回、麺は２回の頻度で給食に登場。食育を進
める大きな原動力になっています。

静岡県の学校給食で提供
国産小麦100％のパン＆麺

もっと「国産」を！

Column

地

  

大麦を使った商品が続 と々登場している
撮影協力／石橋工業、豊橋糧食工業、西田精麦、はくばく

麦類（押麦等）の販売額の推移（全国）

資料 ： 日本経済新聞デジタルメディア社による全国のスーパー
マーケットなど331店におけるPOSデータから集計
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福岡県・筑前町は、良質な小麦の産
地です。この麦の里が５年前に始めたのが
「筑前麦プロジェクト」という、地場産の小
麦粉による町おこし。薄力系の「筑前麦
太郎」と強力系の「筑前麦夏ちゃん」の２種
類の小麦粉を商品化し、これらを用いたメ
ニューを町内の飲食店で販売して、地産
地消で地域を盛り上げる試みです。
小麦の製粉には、製粉会社の高い技
術と設備が必要。しかも大量に製粉しな
いとコスト高になるため、筑前町の10ｔとい
う収穫量では難しいと考えられていました。
しかし、筑前町商工会が熱心に働きか
け、地元のＪＡ筑前あさくらと全農が福岡
市の大陽製粉に相談。「筑前町産の小
麦で地元を盛り上げよう」という地産地消
への熱い想いに共感した同社により、筑
前町産100％の小麦粉が実現したのです。

地産地消

麦
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年

イメージキャラクターの
麦太郎と麦夏ちゃん

近頃、大麦の健康機能成分が注目さ
れており、押麦等の食用大麦の販売額
が拡大しています。大麦はビタミンＢ₁を多
く含むことから、かつては脚気予防の食材
として人気でしたが、現在、脚光を浴び
ているのは、水溶性食物繊維「β

ベータ

- グル
カン」です。
平成25 年、日本健康・栄養食品協会

は、大麦β-グルカンの健康機能性につ
いて、さまざまな研究を精査した結果、
「コレステロールの正常化」「食後血糖値
の上昇抑制」「満腹感の持続作用」といっ
た効果があることを発表しました。
特に「食後血糖値の上昇抑制」は、
大麦β- グルカンが水に溶けるとゼリー状
に固まる性質によるもの。消化中の糖質
の吸収が緩やかになり、血糖値の上昇を
抑制すると言われています。
米と一緒に炊く押麦のほか、麦を混ぜ

た雑穀ミックス、朝食に人気のグラノーラ、
ノンカフェインの麦茶、大麦麺など、大麦
製品が多数販売されています。

国産小麦を使って
ホームベーカリーで
焼いたパン・ド・ミ。も
ちもちとした食感が
楽しめる

パンに向く品種はないと言われてきた国
産小麦。近年、たんぱく質含有量の多
い小麦が各地で生産され、超強力系の
「ゆめちから」などが人気を集めています。
自宅でパンを焼く人のあいだでも「もっ

ちりとした食感がおいしい」と、国産小麦
が好評です。ホームベーカリーを販売する
パナソニックが昨年、製品愛用者を対象
に調査したところ、すでに約２割の人が国
産小麦を使っていることが判明したそう。
「今後どんなパンを焼きたいか」という質
問に対しても「国産小麦で焼いてみたい」
という声が多かったことから、昨年より、
取扱説明書に「国産小麦アレンジレシ
ピ」を掲載しています。
「たんぱく質の含有量11％以上の小麦粉
を選ぶことが上手に焼くコツです」と同社
の商品企画担当・内田さやかさん。種類
が増えた国産小麦を、自家製パンで味
わってみてはいかが？

自家製パンで味わう
パン向きの新品種

国産小麦

健
康
食
と
し
て

注
目
を
集
め
る
大
麦
製
品

需要拡大

写真提供／はくばく

１ 中華料理「永徳酒家」の日永田
保徳さん・勧さん親子。筑前小麦を
使った料理を提供　２ うどん・そば店
「味由」で腕を振るう店主の大津正
之さん　３ 田村和幸さんがオー
ナーを務める「パティスリー・ブロン
ジェリー・ハル」では、ケーキなどに使
用　４ 「和食処いけだ」では、店主
の池田潔さんが作るだご汁が好評

1

4

32

TOPICS

麦に関する
最新事情
“国産志向”でますます注目度が高まる
国産の小麦・大麦。
最新のトピックを紹介します。
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Mugi-Girl

【所在地】北海道夕張郡栗山町円山205　
【主な事業】小麦の生産　【農地面積】168ha　
【労働力】社員3名、収穫の際に臨時のアルバイト10～ 20名

農事組合法人勝部農場

間
１
０
０
０
ｔ
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
土
地
管
理
型
」
―
―
勝
部
さ
ん
は
自

ら
の
農
業
を
そ
う
表
現
し
ま
す
。

ほ
場
の
排
水
性
を
高
め
る
た
め
、
地

中
に
は
最
大
直
径
70
㎝
の
暗
き
Ỷ
（
地

下
排
水
溝
）
を
張
り
巡
ら
せ
て
あ
り
、

そ
の
総
延
長
は
30
㎞
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
自
前
の
乾
燥
機
を
保
有
し
、
農

場
内
の
施
設
で
収
穫
し
た
小
麦
の
品
質

を
調
製
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
化
と
機
械
化
を
推
し
進
め
て

き
た
勝
部
さ
ん
の
積
極
果
敢
な
姿
勢
は
、

作
付
品
種
の
選
択
に
お
い
て
も
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
北
海
道
農
業
研
究
η
ϯ
タ

ー
か
ら「
こ
の
品
種
を
普
及
さ
せ
た
い
」

と
試
験
栽
培
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
、

２
０
０
７
年
の
こ
と
で
す
。

勝
部
さ
ん
は
、
自
ら
品
質
を
確
認
し

た
い
と
考
え
、
長
期
滞
在
す
る
Φ
ー
ス

ト
ラ
リ
Ξ
人
の
多
い
留る

寿す

都つ

村
の
リ
κ

ー
ト
地
の
食
堂
に
α
ϯ
ϓ
ϧ
を
持
ͪ
込

み
ま
し
た
。
す
る
と
、
外
国
人
や
ύ
ϯ

職
人
が
「
日
本
に
こ
ん
な
小
麦
が
あ
る

の
か
！
」
と
一
様
に
驚
き
の
声
を
上
͛

た
の
で
す
。

勝
部
さ
ん
は
試
験
栽
培
と
し
て
一
気

に
８
ha
作
付
け
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
超

強
力
系
小
麦
「
Ώ
め
ͪ
か
ら
」
で
す
。

春
ま
き
の
小
麦
に
比
΂
て
安
定
し
た
収

穫
が
見
込
め
る
秋
ま
き
小
麦
で
、
た
ん

ͺ
く
質
の
含
有
量
が
多
く
、
甘
み
も
あ

り
、
粘
り
気
が
強
い
品
種
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
国
産
小
麦
は
ύ
ϯ
に
向

い
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
主
に

中
力
粉
や
薄
力
粉
に
加
工
さ
れ
、
麺
類

な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、「
Ώ
め
ͪ
か
ら
」
は
中
力
品
種
の

粉
と
ϒ
Ϩ
ϯ
υ
す
る
こ
と
で
、
お
い
し

い
ύ
ϯ
が
で
き
る
と
評
価
さ
れ
、
大
手

ϝ
ー
カ
ー
が
品
種
名
を
前
面
に
出
し
た

ύ
ϯ
を
全
国
販
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
と

な
っ
て
い
ま
す
。

当
の
勝
部
さ
ん
は
「
小
麦
は
希
少
価

値
を
保
っ
て
ϒ
ラ
ϯ
υ
化
を
図
る
Α
う

な
農
産
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
い
、

あ
く
ま
で
も
主
食
な
の
だ
か
ら
、
Α
り

高
品
質
の
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
努

力
が
あ
っ
て
し
か
る
΂
き
、
と
の
信
念

か
ら
、
さ
ら
な
る
大
規
模
化
に
意
欲
を

燃
や
し
ま
す
。

͓
͍
͠
͍
ύ
ϯ
が
Ͱ
͖
る

「
Ώ
Ί
ͪ
͔
Β
」
ͱ
の
出
合
͍

地域の女性たちと一緒
に行っているヒンメリの
加工販売。「携わる人々
のやりがいや地域の収
入源につながれば」との
思いも

前農家より経営をすべて継承する農業経営継承制度を利用
し、農家に転身した江面陽子さん

麦女子  

家族と働き、子どもと多くの時間を過ごせる将来を
望んだ江面陽子さんは、７年前に脱サラして夫婦で
北海道へと移住しました。農家に転身後、「農家民
宿えづらファーム」を設立し、現在は42haの畑で小
麦などを栽培しています。やり直しのきかない年１回
の収穫にプレッシャーがあるものの、地元の方 と々協
力して栽培・収穫に当たっているそうです。また、地
元の女性たちと、麦わらを用いたフィンランドの伝統
装飾であるヒンメリの販売や麦畑散策などを行う「ヒ
ンメリの会 aurinko（アウリンコ）」の活動を通して麦
畑の魅力も発信しています。
「小麦栽培の技術を高め、収量と品質を向上させる
とともに、ヒンメリ作りを遠

えん

軽
がる

町の人々のやりがいや
幸せにつなげていきたい」と、夢を語ってくれました。

小麦栽培を通して
地域の方 に々幸せを

東京ドーム34個分の広大な麦畑！
生産される小麦は1,500万人分の
パンが作れる1,000t超！

黄金色の麦畑に感動

麦
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小
麦
を
50
年
以
上
作
付
け
し
、
天
候

に
恵
ま
れ
な
い
年
で
も
、
量
、
質
と
も

安
定
し
た
小
麦
を
生
産
す
る
〝
カ
リ
ス

マ
農
業
者
〞
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、

北
海
道
夕
張
郡
の
農
事
組
合
法
人
勝
部

農
場
代
表
、
勝
部
征
矢
さ
ん
で
す
。

勝
部
さ
ん
が
強
く
こ
だ
わ
っ
て
い
る

の
が
土
づ
く
り
。
硬
い
土
を
砕
い
て
深

く
掘
り
返
し
、
ワ
ラ
を
粉
砕
し
て
す
き

込
み
、
堆
肥
と
土
壌
改
良
剤
を
散
布
し

て
土
壌
微
生
物
を
活
性
化
さ
せ
る
―
―
。

「
こ
の
作
業
を
10
年
も
繰
り
返
せ
ば
、

す
ば
ら
し
い
土
に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
そ
の
作
業
量
は
膨
大
な

も
の
と
な
り
ま
す
。
夕
張
川
に
沿
っ
て

延
々
と
連
な
る
広
大
な
小
麦
畑
の
深し
ん

耕こ
う

を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
欧
米
か
ら

輸
入
し
た
数
々
の
大
型
農
機
具
で
す
。

勝
部
さ
ん
が
高
校
を
卒
業
し
て
就
農

し
た
１
９
５
７
年
に
、
勝
部
家
は
「
当

時
こ
の
あ
た
り
な
ら
家
が
買
え
た
」
ほ

ど
の
金
額
を
出
し
て
、
米
国
製
の
ト
ラ

ク
タ
ー
の
導
入
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
食
の
変
化
を
見
越
し
て
小
麦

と
い
う
作
物
に
目
を
つ
け
た
勝
部
家
。

経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
農
地
を

少
し
ず
つ
増
や
し
な
が
ら
作
業
の
機
械

化
を
推
進
し
、
四
代
に
わ
た
っ
て
農
業

技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

当
初
２
・
４
ha
だ
っ
た
畑
は
今
で
は

１
６
８
ha
に
達
し
て
お
り
、
丹
精
込
め

た
農
地
か
ら
収
穫
さ
れ
る
小
麦
は
、
年

大
型
農
機
具
が
可
能
に
す
る

広
大
な
ほ
場
の
土
づ
く
り

欧米製の大型農機具を活用し、一気に収穫を進める　
撮影／やもとかおる

先代の勝部徳太郎氏が遺した「農業は大地に鍬（くわ）で彫る版画なり」という言葉そのままの美しい畑が広がる　
撮影／やもとかおる

「今年、世界最大級のコンバインを新たに導入する」と語る、
勝部征矢さん

北
の
大
地
、
夕
張
川
の
清
流
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
も
続
く
黄
金
の
畑
。

日
本
最
多
の
小
麦
生
産
量
を
誇
る
の
が
、
農
事
組
合
法
人
勝
部
農
場
で
す
。

大
型
農
機
具
を
駆
使
し
た
生
産
ス
タ
イ
ル
を
実
現
さ
せ
た
農
業
哲
学
と
は
―
―
。

日
本
最
大
級
の

小
麦
農
家
を
訪
ね
て

PRODUCER

 P12

M
A

C
制

作
課

　
9

J
 

ａ
ｆ

ｆ
２

月
号

 
2
R

5
=

1
2
　

 
製

版
者

 
訂

正
回

数
 

色
　

数
 

4
 

製
　

版
　

課
 

 山
崎

 
1
 

 
 

1
2

8
6

9
5

0
4

 
0

0
2

1
 

山
崎

1
teiki

CS3

橋
本

２
 

CS3

下版橋本-08-13（②p10-11不透明度100％）.indd   12 16.1.18   7:16:45 PM


	010-011
	012-013

